
■米国：月間発電量ベースで天然ガスが石炭を抜いて初めてトップに 

2015年 7月 17日付の業界誌によると SNLエナジー社は、エネルギー情報局（EIA）のデ

ータに基づき、2015年 4月の米国の発電電力量において天然ガスが 31％と石炭の 30％を

上回り、初めてトップのシェアを占めたと報告した。第 3位は原子力の 20％。2008年に始

まったシェール革命により天然ガスの生産量が大幅に増大、天然ガス価格の低下と相まっ

て天然ガス火力発電が増大する一方で、環境保護局（EPA）の火力発電所に対する CO2排

出規制政策が石炭火力発電の利用にプレッシャーをかけている。SNL エナジー社によると

2010年 4月の天然ガスおよび石炭火力のシェアはそれぞれ 22％および 44％であった。EIA

は、今年後半に天然ガス価格が上昇し、石炭火力発電所が春季メンテナンスから復帰すれ

ば石炭火力の発電量が再び増大するとしており、2015年全体では天然ガス火力および石炭

火力のシェアをそれぞれ 31％および 36％と見込んでいる。 


